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設置する前 (図 1) と比べ大きく差が出たことがわか
る。しかし、Wikiが更新され始めたとはいえ、研究
室の学生全員が活発にWikiを利用するようになった
わけでなく、特定の学生のみがWikiを利用し、盛り
上がっていたという傾向があることは否定出来ない。
全ての学生がWikiを利用したくなるような機能、例
えばWiki上に TODOリスト作成ツール、アイデア
発想ツールといったものを組み込むことで、より効果
的にWikiを利用することが出来ると考えており、今
後拡張を予定している。
5 まとめ
本研究では学生の情報共有・交換の場としてWiki
を利用させ、その結果を調査した。
Wikiを利用することで学生の卒業研究に関する情
報が公開され、他の研究室の学生や教員からコメント
を貰うといった情報共有・交換が行われた。
今後は情報共有・交換を行い易くするための機能拡
張等を行い、情報共有・交換の場としてのWikiの有
効性を高める事に努めていく。
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